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新型コロナ感染症対策に関する要望書

５月に行った要望について、市の対策に一部を反映をして頂き、ありがとうございました。

７月に改めて「新型コロナ問題・第２回市民アンケート」を行いました。寄せられた１０５人の市

民の方々からの意見などをもとに、以下の要望をします。よろしく検討をお願いします（アンケート

結果を、参考に添付します）。

また、学校教育に関する要望については、教育長あてに別途要望書を提出しています。

記

（１）新型コロナ感染症対策に係る要望

●ＰＣＲ検査の抜本的拡大について

「ＰＣＲ検査の拡大」は当面する最大の市民要求ですが、未だになかなか検査を受けることがで

きない状態は変わっていません。医療・介護・保育・教育従事者や感染不安の事情を抱える市民が、

必要に応じて検査を受けることができるように抜本的な検査態勢の拡大を図って頂きたい。「いつ

でも、どこでも、何度でも」必要に応じて検査が受けられる（世田谷モデル）よう努力して下さい。

①ＰＣＲ検査を抜本的に拡大することの必要性について、市長の見解をお聞かせください。

②医療・介護・保育・教育従事者に対して、定期的なＰＣＲ検査を実施できる体制をめざしてい

ただきたい。

③国と京都府に対してＰＣＲ検査の抜本的拡大を求めて頂きたい。

●市民への感染情報の公開について

多くの市民から「向日市はもっと感染情報の公開をすべき」との声が出されています。市のホ

ームページでの感染情報の掲載がされていますが、非常に不親切です。

・向日市のＨＰと京都府のＨＰを行き来してチェックしなければ、理解できない。

・どういう症状経過で検査ー陽性判明に至ったかの状況が判らない。

・陽性判明者が、その後どうなったか（待機・入院・退院・その他）、が判らない。

・向日市民の何人が検査を受け、陽性判明し、入院・退院したか、など状況が全くわからない。

他市の事例を参考に改善を求めます。

●新型コロナ感染症対策に係る市民への支援策に関する、市民への積極的な情報提供について

市民向けの多くのコロナ対策事業が実施されていますが、必要な人に伝わっていません。

①ホームページと広報「むこう」への掲載だけでは伝わりません。案内チラシの全戸配布をお

こなうこと。

②新型コロナ感染症に関連して困っている市民の電話相談窓口し、広報すること。



●水道料金の減免など、経済的困窮者への追加の支援施策を行っていただきたい。

（２）その他の要望

●現在、ＪＲ向日町駅周辺整備事業に関わって都市計画変更手続きが行われていますが、高層マンシ

ョンの建設を想定した計画であることについて、多くの市民から懸念の声が出されています。この

懸念の声に応えて、指摘されている問題点の検証と情報提供をしっかり行ない、合意形成への努力

を尽くしてください。スケジュール優先で都市計画変更の決定を行わないこと。

●その他、アンケートで寄せられた声の一覧を添付しますので、市政に活かして頂くよう要望します。

以上


